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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　調光設定を受け取るためのインターフェースと、
　前記調光設定を記憶するためのメモリと、
　前記メモリに記憶された前記調光設定、及び測定された周囲光レベルに基づいて、照明
ドライバ回路の外部調光インターフェースへの印加のための調光制御信号を生成するため
の出力回路と、
　前記照明ドライバ回路の前記外部調光インターフェースから受け取られる電力に基づい
て前記出力回路に給電するための電力供給回路とを有する照明制御モジュールであって、
　前記調光設定が、調光関数を再スケールするよう、外部から入力された調光設定を処理
するためのものである照明制御モジュール。
【請求項２】
　前記インターフェースが、無線調光設定信号を受信するための無線インターフェースで
あり、前記制御モジュールが、NFCアンテナと、NFC受信機と、前記メモリが前記調光設定
を記憶することを可能にするために前記無線インターフェースから電力を収集するための
電力収集回路とを有する請求項１に記載の照明制御モジュール。
【請求項３】
　前記照明ドライバ回路との接続のための物理的な出力コネクタを有する請求項１又は２
に記載の照明制御モジュール。
【請求項４】
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　前記調光制御信号が、DALI信号を有する請求項１乃至３のいずれか一項に記載の照明制
御モジュール。
【請求項５】
　前記メモリが、他のDALI設定を記憶するよう適応される請求項４に記載の照明制御モジ
ュール。
【請求項６】
　前記調光制御信号が、１乃至１０Ｖ信号を有する請求項１乃至３のいずれか一項に記載
の照明制御モジュール。
【請求項７】
　請求項１乃至６のいずれか一項に記載の照明制御モジュールと、
　前記照明ドライバ回路とを有し、前記照明ドライバ回路が、前記調光制御信号が印加さ
れる前記調光インターフェースを有する照明システム。
【請求項８】
　前記調光インターフェースが、標準的な１乃至１０Ｖ調光信号を受信することが可能な
１乃至１０Ｖ調光インターフェースであり、前記照明制御モジュールの前記調光制御信号
が、１Ｖより大きい最低値を持つ第１範囲の電圧を持ち、前記照明ドライバ回路が、１乃
至１０Ｖ信号を形成するよう前記調光制御信号を再スケールするための再スケールユニッ
トを有する請求項７に記載の照明システム。
【請求項９】
　前記再スケールユニットが、再スケールコマンドを受信するための無線インターフェー
スを有する請求項８に記載の照明システム。
【請求項１０】
　前記照明制御モジュールに前記調光設定を無線送信するための設定デバイスを更に有す
る請求項７乃至９のいずれか一項に記載の照明システム。
【請求項１１】
　調光インターフェースを備える照明ドライバを有する照明システムの調光レベルを設定
する方法であり、
　前記調光インターフェースに照明制御モジュールを接続するステップと、
　設定デバイスから前記照明制御モジュールに調光設定を送信するステップと、
　前記照明制御モジュールにおいて前記調光設定を記憶するステップと、
　照明ドライバによって前記調光インターフェースに供給される電力を用いて、前記照明
制御モジュールに給電し、記憶された前記調光設定を読み出すステップと、
　前記照明ドライバ内で、前記記憶された調光設定及び測定された周囲光レベルに基づく
前記調光レベルを設定するステップとを有する方法であって、
　前記調光設定が、調光関数を再スケールするよう、外部から入力された調光設定を処理
するためのものである方法。
【請求項１２】
　前記照明ドライバにおいて、前記照明制御モジュールから読み出された前記調光設定を
、１乃至１０Ｖ調光制御信号を形成するよう再スケールするステップを更に有する請求項
１１に記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、照明ユニットの制御に関する。
【背景技術】
【０００２】
　LED照明は、照明製品が、もはや、単なるオンオフデバイスではなく、LEDの容易な可制
御性によって可能になるより複雑な制御オプションを備える高性能デバイスになるように
、照明業界を変えている。
【０００３】



(3) JP 6704927 B2 2020.6.3

10

20

30

40

50

　幾つかの設備は、ネットワーク接続された調光可能な照明器具を利用する。しかしなが
ら、これは、より複雑な配線インフラを必要とする。 
【０００４】
　それ故、一定の光出力の照明器具が取り付けられる設備も多く存在する。
【０００５】
　顧客が照明モジュールを用いて照明器具を構築するとき、多くの場合、一定の光出力、
温度又は電力に限定されずに、前記顧客の好みに合わせて、照明器具を最適化するニーズ
がある。例えば、光学設計は、モジュールからのより少ない光出力を必要とするかもしれ
ない。
【０００６】
　現在、照明プロジェクトの設備のために、取引経路を介して、多くの異なるタイプのLE
D照明器具が提供される。異なる照明器具は、設置者が、異なる照明器具の必要とされる
選択を命令することによって、所望の照明効果を選択することができるように、異なる光
出力で設定される。
【０００７】
　これは、卸売業者が又は設置者が、あらゆる状況において望ましい量の光を出力するこ
とを可能にするために、幾つかのタイプの同じ照明器具を多かれ少なかれ在庫させておか
なければならない。これは、製品の整然とした流れを保証するためにより多くの製品総数
を在庫させておかなければならないこととなり、実際業務の観点から望ましくない。
【０００８】
　顧客（即ち、設置者）が、調光可能ではない設備のために出力電流を柔軟に設定するこ
とができることは望ましいだろうと認識されている。一定の出力を持つ照明器具は、異な
る（より低い）光出力設定が望ましいときに、容易には異なる（より低い）光出力設定に
適応されることができないという問題が解決される必要がある。
【０００９】
　現在の一定の出力のLEDドライバは、ハードウェアに変更を加えることによって、出力
電流を低下させる（それ故、照明器具からの光束を減らす）よう構成され得る。例えば、
顧客は、ドライバに適切な電流設定抵抗器を付すことができる。その場合、ドライバは、
この構成要素を用いて出力電流を規定する。これは、取付けの間、熟練人材を必要とし、
多くの場合、余分な時間を必要とする。
【００１０】
　ドライバに電流設定抵抗器を配置するものの変形例は、遠隔設定可能な駆動電流を有す
るものであり、これは、ドライバにプログラムを書き込むためのドライバとの無線通信を
含む。その場合、ドライバによって駆動電流が設定され、照明モジュールにおける付加的
な構成要素は必要とされない。
【００１１】
　この手法の不利な点は、ドライバの品揃えがアップグレードされる必要があることであ
る。この品揃えは、多くのドライバタイプ（一定の出力、調光、DALI調光、異なるハウジ
ング、異なる電力）から成る。
【００１２】
　これは、改善されたシステムの実施は、ゆっくりになり、且つコストがかかるだろうこ
とを意味する。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１３】
　それ故、必要とされているのは、ネットワーク接続された調光可能な設備の一部として
取り付けられる必要はない、一定の光出力のデバイスとして用いられ得る照明器具からの
光出力を変える簡単な方法である。
【課題を解決するための手段】
【００１４】
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　本発明は、請求項によって規定されている。
【００１５】
　本発明の第１の態様による例は、
  調光設定を受け取るためのインターフェースと、
  前記調光設定を記憶するためのメモリと、
  前記メモリに記憶された前記調光設定に基づいて、照明ドライバ回路の外部調光インタ
ーフェースへの印加のための調光制御信号を生成するための出力回路と、
  前記照明ドライバ回路の前記外部調光インターフェースから受け取られる電力に基づい
て前記出力回路に給電するための電力供給回路とを有する照明制御モジュールを提供する
。
【００１６】
　このモジュールは、調光可能なドライバに印加される調光制御信号を生成する。しかし
ながら、前記調光レベルは、設置後に通常の調光機能が用いられないように、設置者によ
って設置中に固定され得る。しかしながら、下記のように、付加的なリアルタイム機能は
実施され得る。前記調光可能なドライバは、調光機能のために設計された、ネットワーク
接続されたシステムへの設置を必要としない。しかしながら、前記モジュールは、ネット
ワーク接続された調光可能なアーキテクチャにおいても用いられ得る。
【００１７】
　この照明制御モジュールは、照明器具設計を所望の出力電流に合わせて調整するよう照
明器具設計に適用され得る。これは、より少ない照明器具設計しか必要とされないように
することを可能にし、それ故、卸売業者が、前記卸売業者の顧客に対応するために維持す
る必要がある在庫総量の削減を可能にする。それは、現場の照明設計があまり満足のいく
ものではないことが判明した場合に、設置者が前記照明設計をすぐに適応させることを可
能にする。
【００１８】
　前記照明制御モジュールは、調光可能なドライバと通信するためのものであるが、これ
は、（従来の調光インターフェースを用いる）簡単な調光可能なドライバであってもよい
。前記モジュールは、前記調光インターフェースを、前記照明器具の出力を、必要とされ
る前記調光設定に事実上制限する固定レベル(permanent level)に設定することができる
アドオン構成要素である。
【００１９】
　好ましくは、前記調光設定は、前記照明ドライバ又は前記モジュールに給電せずに設定
されることができる。前記ドライバが給電される場合、前記ドライバは、前記調光インタ
ーフェースを通じて前記制御モジュールに電力を供給する。この場合も先と同様に、前記
制御モジュールは、前記制御モジュール自身の電源を必要とせず、前記ドライバの内蔵パ
ーツとの如何なる接続も必要としない。前記制御モジュールは、単に、前記ドライバの前
記外部調光インターフェースにつながる。
【００２０】
　例えば、前記照明制御モジュールに対する前記インターフェースは、無線調光設定信号
を受信するための無線インターフェースであってもよく、前記制御モジュールは、NFCア
ンテナと、NFC受信機と、前記メモリが前記調光設定を記憶することを可能にするために
前記無線インターフェースから電力を収集するための電力収集回路とを有する。従って、
前記モジュールは、無線設定デバイスから命令を受信することができ、前記命令は、前記
所望の調光設定を供給するために用いられると共に、前記調光設定を前記モジュール内の
メモリに記憶することを可能にするよう前記電力を供給するためにも用いられる。この通
信は、好ましい例においては、前記モジュールに対する電力なしに、なされ得る。前記モ
ジュールは、この段階においては、前記ドライバに接続される必要すらない。
【００２１】
　従って、前記調光設定は、簡単なツールを用いる熟練していない人員によって、前記モ
ジュールと通信する無線デバイスを用いて、短時間でなされ得る。前記調光設定の選択は
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、前記照明器具の設置前に、又は設置中に現場で、なされ得る。
【００２２】
　前記モジュールは、好ましくは、前記照明ドライバ回路との接続のための物理的な出力
コネクタを有する。前記モジュールは、前記照明器具の一部として配置されたままにされ
、前記モジュールは、設置プロシージャの一部として、前記調光インターフェースに単に
プラグ接続又は配線され得る。
【００２３】
　前記調光設定は、上述のように調光レベルを設定するためのものであってもよい。この
方法においては、照明器具が、所望の光出力に合わせて調整される。
【００２４】
　別の例においては、前記調光設定は、許容される最大輝度レベルを規定するよう、外部
から入力された調光設定を処理するためのものである。これは、照明器具を、ネットワー
ク接続された調光可能なシステム内で用いることを可能にする。その場合、前記モジュー
ルが調光レベルを設定する代わりに、前記調光設定が、許容される調光に関するルールの
セットを課すために用いられ得る。例えば、最大輝度を設定することによって、その最大
輝度未満までの調光だけが許容され得る。
【００２５】
　別の例においては、前記調光設定は、調光関数を再スケールする(rescale)よう、外部
から入力された調光設定を処理するためのものである。この方法においては、異なる照明
器具が、グローバル調光コマンドに対して異なるように応答するようにされ得る。
【００２６】
　前記制御モジュールは、前記調光制御レベルを、周囲光レベルの関数として変更するよ
う適応され得る。この方法においては、前記モジュールによって適用される前記調光レベ
ルが、更に、内蔵光センサに基づいて日光適応機能を実施し得る。
【００２７】
　前記調光制御信号は、DALI信号を含み得る。その場合、前記制御モジュールの前記メモ
リは、他のDALI設定を記憶するよう適応され得る。
【００２８】
　別の例においては、前記調光制御信号は、１乃至１０Ｖの信号を有する。
【００２９】
　本発明は、
  上記のような照明制御モジュールと、
  前記照明ドライバ回路とを有し、前記照明ドライバ回路が、前記調光制御信号が印加さ
れる前記調光インターフェースを有する照明システムも提供する。
【００３０】
　前記調光インターフェースは、標準的な１乃至１０Ｖ調光信号を受信することが可能な
１乃至１０Ｖ調光インターフェースであってもよい。この場合には、前記照明制御モジュ
ールの前記調光制御信号は、１Ｖより大きい最低値を持つ第１範囲の電圧を持ち得る。こ
の最低値は、前記モジュールに給電するために前記調光インターフェースから十分な電力
を引き出す必要性から生じる。例えば、１乃至１０Ｖインターフェースは、例えば１５０
μＡの電流源として機能し得る。前記モジュールを動作させるのに十分な電力を生成する
ために、１Ｖより大きい電圧、例えば、１．８Ｖ、又は４Ｖのような更に高い電圧が必要
とされ得る。この問題は、前記調光制御信号が、電力が引き出される電線と同じ物理的な
電線に印加されることから、生じる。
【００３１】
　その場合、前記照明ドライバは、１乃至１０Ｖ信号を形成するよう前記調光制御信号を
再スケールするための再スケールユニットを含み得る。
【００３２】
　この方法においては、前記制御モジュールが、１乃至１０Ｖ信号の全範囲は生成するこ
とができない場合であっても、前記照明ドライバの前記１乃至１０Ｖ調光インターフェー
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スの全範囲が用いられ得るように再スケールがなされ得る。前記再スケールユニットは、
再スケールコマンドを受信するための無線インターフェースを含み得る。その場合、この
再スケールコマンドは、前記制御モジュールと通信する同じ設定ユニットによって生成さ
れ得る。
【００３３】
　前記システムは、前記照明制御モジュールに前記調光設定を無線送信するための設定デ
バイスを更に含み得る。これは、前記設置者によって、前記照明器具を前記設置者の所望
の設定に設定するために用いられるモジュールである。
【００３４】
　本発明は、調光インターフェースを備える照明ドライバを有する照明システムの調光レ
ベルを設定する方法であって、
  前記調光インターフェースに照明制御モジュールを接続するステップと、
  設定デバイスから前記照明制御モジュールに調光設定を送信するステップと、
  前記照明制御モジュールにおいて前記調光設定を記憶するステップと、
  照明ドライバによって前記調光インターフェースに供給される電力を用いて、前記照明
制御モジュールに給電し、記憶された前記調光設定を読み出すステップと、
  前記照明ドライバ内で、前記記憶された調光設定に基づく前記調光レベルを設定するス
テップとを有する方法も提供する。
【００３５】
　この方法は、照明制御モジュールを簡単な方法でプログラムすることを可能にする。前
記ドライバに接続されるときだけ、前記照明ドライバを制御するために用いられる設定を
プログラムされる。前記照明モジュールは、前記調光設定が、前記照明制御モジュールに
送信され、記憶される前又は後に、前記調光インターフェースに接続され得ることに注意
されたい。
【００３６】
　前記照明制御モジュールにおいて前記調光設定を記憶するステップは、前記照明制御モ
ジュールへの前記調光設定の無線通信から収集される電力を用い得る。
【００３７】
　前記調光設定は、
  調光レベルを設定するために、又は
  許容される最大調光レベルを規定するよう、外部から入力された調光設定を処理するた
めに、又は
  調光関数を再スケールするよう、外部から入力された調光設定を処理するために用いら
れ得る。
【００３８】
　前記照明ドライバにおいて、前記照明制御モジュールから読み出された前記調光設定は
、１乃至１０Ｖ調光制御信号を形成するよう再スケールされ得る。
【図面の簡単な説明】
【００３９】
　ここで、添付図面を参照して、本発明の例を詳細に説明する。
【図１Ａ】照明制御モジュール、ドライバ及び固体光源の第１例を、外部インターフェー
スデバイスと一緒に示す。
【図１Ｂ】図１Ａの照明制御モジュールの例示的な概略的な回路図を示す。
【図２】図１の照明制御モジュールによって実施され得る機能の例を示す。
【図３】図１の照明制御モジュールによって実施され得る機能の別の例を示す。
【図４】照明制御モジュール、ドライバ及び固体光源の第２例を、外部インターフェース
デバイスと一緒に示す。
【図５】図４の照明制御モジュールによって実施され得る機能の例を示す。
【図６】図４の再スケーリングユニットによって実施され得る機能の例を示す。
【発明を実施するための形態】
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【００４０】
　本発明は、調光設定を受け取るためのインターフェースと、調光設定を記憶するための
メモリとを有する照明制御モジュールを供給する。出力回路は、調光設定に基づいて、照
明ドライバ回路の従来の調光インターフェースへの印加のための調光制御信号を生成する
。この目的のため、調光インターフェースから電力が受け取られる。これは、調光ドライ
バを利用するが、ネットワーク接続された調光可能なシステムアーキテクチャ内にある必
要はない照明器具のために用いられる、制御可能な輝度を実施する使い易い方法を供給す
る。
【００４１】
　調光設定は無線信号であってもよく、メモリが調光設定を記憶することを可能にするよ
う無線インターフェースから電力を収集するための電力収集回路が設けられてもよい。
【００４２】
　モジュールを用いて照明器具を構築する顧客は、一定の光出力、温度又は電力に限定さ
れずに、前記顧客の好みに合わせて、前記顧客の照明器具の光出力を最適化することを望
み得る。例えば、前記顧客自身の光学設計は、モジュールからのより少ない光出力を必要
とし得る。他の例においては、小型ヒートシンクの使用のため、モジュールが高すぎる温
度に到達するのを防止するために、減られた電力が望ましいかもしれない。
【００４３】
　顧客の、出力電流を柔軟に設定することを可能にしたいという要望が認識されている。
例えば、顧客によって、ドライバに設定抵抗器が挿入され得る。その場合、ドライバは、
この設定抵抗器を用いて出力電流を規定する。
【００４４】
　ドライバに電流設定抵抗器を配置するものの変形例は、遠隔設定可能な駆動電流を使用
可能にするものである。例えば、近距離無線通信(NFC)を用いることによって、ドライバ
は、NFCリーダを用いてプログラムを書き込まれ得る。Philips（登録商標）は、「Simple
Set」（登録商標）レンジと名づけられた、このようにして動作するシステムを発売して
いる。この無線プログラミング技術は、照明器具製造業者が、製造プロセス中の如何なる
段階においても、主電源との接続なしに、素早く、容易に、LEDドライバにプログラムを
書き込むことを可能にし、優れた適応性を供給する。
【００４５】
　この「SimpleSet」システムでは、ドライバ電流は、ドライバを介して設定され、モジ
ュール内の付加的な構成要素は必要とされない。従って、この手法は、新しい、アップグ
レードされたドライバ設計に基づいており、それ故、新しい照明設備にはとりわけ適して
いる。
【００４６】
　多くの既存のドライバタイプ（一定の出力、１乃至１０Ｖ調光、DALI調光、様々な電力
レベルなど）が存在する。既存の設備においては、既存のドライバを用いて簡略化された
光出力制御を実施することができることが望ましいだろう。
【００４７】
　本発明は、既存の調光インターフェースの使用に基づいて、前記調光インターフェース
に通常付随する配線インフラは用いずに、調光設定を実施するものである。
【００４８】
　図１Ａは、照明ドライバ１２に結合される照明制御モジュール１０であって、前記結合
が標準的な調光インターフェース１４を含む照明制御モジュール１０の第１例を示してい
る。ドライバは、例えば、照明モジュール１６（即ち、LEDストリング）のための端子LED
+及びLED-と、調光インターフェース１４を形成するワイヤの別個のペアとを含み得る。
【００４９】
　図１Ａの例においては、ドライバ１２は、完全に従来のものであり得る。それは、照明
モジュール１６に電力を供給するための電源装置と、調光インターフェースを通じて受信
されるコマンドに依存して電源装置によって照明モジュールに印加される電力を制御する
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ためのコントローラとを有する。
【００５０】
　これは、照明モジュールに送られる電力供給の調節を供給する。
【００５１】
　これらの素子は、従来のドライバの標準的なパーツであり、この理由のために、それら
は、図１Ａに示されていない。実際、本発明のこの例のモジュール１０は、従来のドライ
バに接続可能であるよう意図されている。
【００５２】
　照明モジュール１０は、NFCコマンドを、調光インターフェース１４への印加のための
信号に変換する近距離無線通信集積回路(IC)、とりわけ、NFCリーダを含むマイクロプロ
セッサ２０の形態のコントローラを有する。マイクロプロセッサは関連メモリ２２を有し
、NFCアンテナ２４がある。マイクロプロセッサは、マクロプロセッサ２０及びメモリ２
２の給電用にモジュール１０への無線通信から電力を抽出することができる電力収集回路
２６も含む。誘導給電RFIDなどのこのような自己給電近距離無線通信システムは、当業者
にはよく知られている。
【００５３】
　一例として、図１Ｂが、図１Ａのモジュール１０の概略的な回路図を示している。
【００５４】
　この例におけるマイクロプロセッサ２０は、PIC12F1840 8-bit PIC（登録商標）マイク
ロコントローラである。しかしながら、他の実施例は任意の種類のインテリジェントデバ
イスを用い得ることは理解されるだろう。
【００５５】
　マイクロプロセッサ２０は、外部設定デバイスから設定情報を受信するための制御イン
ターフェースとして機能する。外部設定デバイスは、設定情報を、マイクロプロセッサ２
０によって受信される調光設定の形態で供給する。図１Ａにおいて示されているように、
外部設定デバイス３０は、NFC IC３２、とりわけ、NFC送信機と、アンテナ３４とを有す
る。ユーザインターフェース３６は、ユーザが所望の出力光束を選択することを可能にし
、前記所望の出力光束は、対応する調光設定に変換される。
【００５６】
　図１Ｂに戻ると、マイクロプロセッサのADCチャネル０及び１入力ピンは、各々、関連
メモリ２２のデータ及びクロックピンに接続される。マイクロプロセッサのMaster Clear
ピンは、メモリ２２のMaster Clearピンに接続される。
【００５７】
　この例においては、デュアルインターフェースを備えるM24LR04EダイナミックNFC/RFID
タグ集積回路であるNFCアンテナ２４回路は、マイクロプロセッサのADCチャネル１及び２
入力ピンに接続される。より詳細には、NFC集積回路のシリアルクロックSCL及びシリアル
データSDAピンが、各々、マイクロプロセッサ２０のADCチャネル１及び２入力ピンに接続
される。アンテナコイル２４Aは、NFC集積回路のアンテナコイルAC0及びAC1入力に接続さ
れる。NFC集積回路は、マクロプロセッサ２０及びメモリ２２の給電用に無線通信から電
力を抽出することができる電力収集回路２６も含む。エネルギ収集アナログ出力ピンA0は
、NFC集積回路のエネルギ収集モードがイネーブルにされ、RF電界強度が十分である場合
に入手可能なアナログ電圧Voutを供給するために用いられる。
【００５８】
　制御インターフェース（即ち、マイクロプロセッサ２０のNFC受信機）は、モジュール
が、接続されるドライバによって駆動される前に、又は変化が、動作中に許容され、直ち
に適応されるように動作中に、外部設定デバイスから調光設定を受信するよう適応される
。これは、照明システムが取り付けられる前に顧客によって実行されることができる。NF
C通信は、外部設定デバイス３０からの無線電力転送を用いて、モジュールに供給される
他の電力なしに、所望の光出力をマイクロプロセッサ２０に伝えるために用いられ得る。
これは、単にメモリ２２に値を記憶することを含み得る。ドライバが給電されるときだけ



(9) JP 6704927 B2 2020.6.3

10

20

30

40

50

、照明モジュール１０は、調光インターフェース１４に信号を供給する必要がある。
【００５９】
　照明制御モジュールは、外部調光コマンドがインターフェース１５を通じて供給される
ことを可能にし得る。それは、それらのコマンドに対してパススルーモードで動作するこ
とができる、又は下記のようにそれらに適応するプログラムされ得る。
【００６０】
　照明制御モジュールは、下記の付加的な機能のために、温度センサ３８及び／又は周囲
光センサ３９を含み得る。図１Ｂの例示的な回路においては、光センサ回路３９が、図示
されており、（マイクロプロセッサのADCチャネル０入力ピンと共に）メモリ２２のデー
タピンに接続されている。ここでは、光センサ回路は、アナログ電流出力を備えるNOA121
2低電力周囲光センサを用いている。NOA1212周囲光センサの出力は、（フィードバックを
備える）増幅器を介してメモリに供給される。
【００６１】
　出力回路２８は、メモリ２２に記憶された調光設定に基づいて照明ドライバ１２回路の
調光インターフェースへの印加のための調光制御信号を生成するために用いられる。出力
回路は、本質的に、抵抗分割器として機能する。マイクロプロセッサのRA5（ピン２）は
、出力回路の入力段２８Ａに接続される。図１Ｂの例示的な回路においては、入力段２８
Ａは、電流がエミッタにおける共通の抵抗器を介して供給されるようにトランジスタの（
ロングテイル）ペアを有する。マイクロプロセッサのRA5（ピン２）は、入力段の入力信
号として非反転(+)入力に接続される。（フィードバックを処理する）反転(-)入力は、抵
抗分割器に供給される。
【００６２】
　電力供給回路２９は、調光インターフェース１４から受け取った電力を用いて出力回路
２８に給電するために用いられる。
【００６３】
　出力回路／モジュール２８は、２つの機能を持ち、一方では、それは、供給回路２９を
用いて電子回路のための低電圧供給をもたらす必要がある。出力モジュール２８のアナロ
グ入力は、マイクロプロセッサのRA5における信号に従って、０Ｖと１０Ｖとの間で変化
し得る。ランプドライバは、１０Ｖの電圧を生成し、この電圧は、電流が、ドライバがこ
の入力において作成することができる最大電流レベル（典型的には約１５０μＡ）を超え
るときに、アナログインターフェースにおける電圧が低下するだろう電流において、制限
される。入力段２８Ａを用いてちょうど適量の電流を引き込むことによって、電圧は所望
のレベルに低下するだろう。この電圧レベルはまた、ランプドライバにおいてモニタされ
、前記ランプ電力を変えることによってこれに作用する。入力段２８Ａが１５０μＡより
多くを引き込み、入力における電圧も低下している場合には、電子回路に供給する電圧は
低下するだろう。この例においては、しかしながら、電圧が、例えば３Ｖ未満に低下する
ことは許されない。これは、出力モジュール２８Ａが、電圧が３Ｖ未満に低下することを
可能にする電流より多くの電流を決して引き込まないだろうこと意味する。この３Ｖでは
、供給回路２９は、依然として、それ自身の電子回路に供給するのに十分な電力(Vcc)を
供給することができる。
【００６４】
　前記モジュールは、前記モジュールがドライバに接続されている状態でも、ドライバが
、依然として、従来のインターフェースを通じて標準的な調光コマンドを受信し得るよう
に、別の調光インターフェース１５を有する。
【００６５】
　従来の１乃至１０Ｖアナログ調光インターフェースを用いての照明器具の適切な照明レ
ベルの設定に基づいて、第１実現例をより詳細に記載する。
【００６６】
　照明制御モジュール１０は、１乃至１０Ｖ調光可能ドライバによって生成される小さな
電流、例えば１５０μＡを用いて給電されることができる。これは、前記モジュールは、
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前記モジュール自身の電源を必要とせず、コンパクト且つ安価なままにすることができる
ことを意味する。このようなモジュールは、器具が用いられた実際の時間、器具が切り替
えられた回数の記憶などのような多くの他の機能も可能にする。NFCプロトコルの使用は
、照明器具に電力を印加せずに、これらの設定及びデータを設定すること及び読み出すこ
とを可能にする。
【００６７】
　NFCメモリ設定の値は、単純な低電力マイクロプロセッサ２０を用いて読み出される。
【００６８】
　第１実現例においては、このメモリ２２からの値は、１乃至１０Ｖ出力の電圧レベルを
適切な調光レベルに設定するために用いられる。
【００６９】
　図２は、モジュール１０に供給される調光設定が、記憶場所における値に基づいて最大
設定に１乃至１０Ｖ入力信号を制限するために用いられる他の手法を示している。
【００７０】
　この方法においては、照明器具は、調光可能な設備の一部であってもよいが、出力輝度
レベルの範囲は、設定によって制限される。従って、前記モジュールの使用は、調光可能
なアーキテクチャ内で標準的な調光信号を受信するために調光インターフェースが用いら
れることを妨げない。
【００７１】
　図２における様々なプロット線は、調光曲線に加えられ得る様々な変化を示しており、
外部入力Ve(x軸)に対する、ドライバの標準的な調光インターフェースに供給される出力
電圧Vd(y軸)をプロットしている。最大輝度は、出力電圧Vdを制限することによって制限
される。太線で示されている伝達曲線の場合は、電圧はVlimitに制限され、故に、光出力
はそれに応じて制限される。破線曲線は、出力輝度の最高レベルが異なるレベルに制限さ
れる他のあり得る伝達関数を示している。高い輝度は、高い調光値、例えば１０Ｖに対応
するのに対して、低い輝度、即ち、深い減光は、低い調光値、例えば１Ｖに対応する。
【００７２】
　図３においては、この場合も先と同様に、最大出力が制限されるが、図２のように上限
関数(capping function)を供給するのではなく、（この例においては４Ｖから１０Ｖまで
の）処理され得る外部入力Veに対する電圧の全範囲が４Ｖから制限値Vlimitまでの範囲に
再スケールされるように、調光曲線が再スケールされる別の手法が示されている。図３に
おける様々なプロット線は、この場合も先と同様に、調光曲線に加えられ得る様々な変化
を示しており、外部入力Ve(x軸)に対する、ドライバの標準的な調光インターフェースに
供給される出力電圧Vd(y軸)をプロットしている。太線で示されている伝達曲線の場合は
、電圧はVlimitに制限されるが、これは、（図２のようにより低い入力ではなく）１０Ｖ
の外部入力に対応する。破線曲線は、この場合も先と同様に、出力輝度の最高レベルが異
なるレベルに制限される他のあり得る伝達関数を示している。
【００７３】
　外部電圧Veが供給されない場合には、制御モジュールは、単に、メモリ２２に記憶され
ている値に従って出力輝度レベルを設定するだろう。これは、メモリにプログラムされて
いる値であってもよく、あるいは、工場出荷時設定値であってもよい。
【００７４】
　図２及び３の例は、機能するために４Ｖの供給を必要とする制御モジュールに基づいて
おり、アナログ調光インターフェースの場合には、これは、調光インターフェースに供給
され得る最小電圧を設定することに注意されたい。
【００７５】
　前記モジュールは、内蔵光センサに基づく日光適応のような他の有用な機能で拡張され
得る。この機能が付加される場合には、マイクロプロセッサ２０のメモリ２２内のデータ
は、
  日光適応のためのユーザ設定可能な較正データを記憶し、



(11) JP 6704927 B2 2020.6.3

10

20

30

40

50

  日光適応機能を有効又は無効にし、
  日光適応期間中の最大及び最小調光レベルを設定し、
  日光適応範囲を調節するよう日光センサ感度を設定し、
  前記モジュールが、日光適応機能のためにその場限りで規定された若しくは工場で規定
された較正設定を用いるか、又は自動較正ルーチンを用いるかを設定し、
  光適応制御ループの応答時間を設定するために用いられ得る。
【００７６】
　前記モジュールは、日光センサのための実際の自動較正パラメータなどの情報を読み出
す、又は調光レベル履歴情報を読み出すためにも用いられ得る。製造日などの他の製造業
者関連情報、又は苦情処理の場合における容易なトレーサビリティのための、ユニットが
用いられたプロジェクトに関する情報も、読み出しのために記憶され得る。
【００７７】
　前記モジュールは、
  電源投入後の照明レベルの増加の仕方、
  例えば、ドライバの調光伝達関数を修正するための、モジュール１０の調光曲線形状、
  LED基板／ドライバの寿命が評価され得るようなユニットの総動作時間などの他のパラ
メータが読み出される又は設定されることも可能し得る。
【００７８】
　このリストは、組み込まれ得る付加的な機能の例のほんのわずかなセットに過ぎない。
【００７９】
　デバイスのNFCチップにおいて様々なパラメータを記憶する又は読み出すためには、NFC
を用いて通信する専用のプログラマなどの幾つかの既知の既存の方法が存在する。他の例
においては、基板上にNFCチップを有する既製のスマートフォンにおいて走る専用のスマ
ートファンアプリケーションが作成され得る。
【００８０】
　例の別のセットは、DALI規格を用いる調光インターフェースに基づき得る。ドライバが
インターフェースバスに電力を供給することができる場合には（これは、DALI 2.0規格定
義内で可能になる）、前記モジュールは、この場合も先と同様に、照明ドライバのDALI入
力から給電され得る。
【００８１】
　その場合、照明制御モジュールのマイクロプロセッサは、幾つかのDALIメモリブロック
の鏡像(mirror image)が、NFCインターフェースを介したプログラミング及び／又は読み
出しのために利用可能にされ得るように、プログラムされ得る。DALIインターフェースバ
スは、双方向性のものであり、ドライバの性能に依存するという事実により、
  （現在の又は時間をかけて集められる）ドライバの電力計測データ、
  DALIメモリブロックに記憶される製造業者関連データ、
  （IEC 62386において規定されているような）DALIメモリブロックの他のコンテンツの
読み出しなどの幾つかの付加的な機能が実施され得る。
【００８２】
　照明制御モジュールは、上限温度を設定するために、又は前記モジュールの寿命を制御
するために用いられ得る温度センサも含み得る。調光レベルは、温度レベルに応じて調節
され得る。これは、前記モジュールを上限温度未満にとどまらせるようプラグラムするた
めに用いられることができ、これは、例えば、寿命保証の実施を可能にし得る。
【００８３】
　図４は、図１のシステムに対する変形例を示している。この場合には、ドライバ１２内
に付加的な再スケールユニット４０があり、それは、アンテナ４２によって示されている
ようにNFC通信インターフェースを有する。無線通信は、設定デバイス３０によるものも
ある。この構成は、１乃至１０Ｖ調光インターフェースを備えるドライバにはとりわけ興
味深い。
【００８４】
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　ドライバ１２に対する入力１４は、標準的な１乃至１０Ｖインターフェースを受けるこ
とができ、この場合には、ユニット４０は、パススルーモードで動作する、あるいは、そ
れは、モジュール１０から異なるようにスケールされた調光曲線を受信することができ、
その場合、ユニット４０は、再スケール機能を実施する。
【００８５】
　上述のように、照明制御モジュールは、日光適応機能を実施するために用いられ得る。
幾つかの国において、新しい規制及び規格が、窓に面する照明器具は、十分な日光が利用
可能である場合には、減光しなければならないと定めている。光出力が、照明器具の元の
全出力の最大３５％まで減らされ得る場合には、スタンドアロンの（ネットワーク接続さ
れていない）照明システムに対するこの要件は満たされ得る。
【００８６】
　１乃至１０Ｖ調光インターフェースの場合には、インターフェースを介して供給される
少量の電力しかない。その場合、インターフェースを通じて供給される電圧は、マイクロ
プロセッサの典型的な動作電圧未満に低下してはならない。１乃至１０Ｖインターフェー
スの同じ電圧線が、ドライバに調光レベルを知らせるために用いられるような前記モジュ
ールのための電力を得るために用いられることから、これは問題である。これは、例えば
、可能な限り最も低い出力電圧を、典型的には１．８Ｖ乃至３Ｖの範囲内であるマイクロ
コントローラ動作電圧に制限し得る。
【００８７】
　しかしながら、その場合、調光可能なLED照明器具は、１０乃至１００％からもはや調
光可能ではない。規制によって要求され得る日光適応システムのためのこの全範囲の調光
を可能にするため、照明制御モジュールは、１Ｖ供給電圧によって機能することができる
必要があるだろう。約１５０μＡの最大電流に基づくと、これは、低い利用可能な電力に
基づいて動作する回路を設計することを困難にする。
【００８８】
　この問題は、例えば、約２乃至４Ｖの電圧において１０％レベルに到達し、８乃至１０
Ｖの調光電圧レベルにおいて最大光出力に到達するような調光曲線を再定義することによ
って、解決され得る。
【００８９】
　ドライバにおける再定義された調光曲線の使用は、もはや通常のアナログインターフェ
ース規格に従わないLEDドライバを必要とするだろう。これは望ましくない。図４のシス
テムは、その代わりに、２つのインターフェースの間の変換を供給する。再スケールユニ
ット４０は、（例えば、４Ｖ乃至１０Ｖを出力する）前記モジュールからの入力を１乃至
１０Ｖインターフェース信号に変換する。再スケールユニット４０は、通常の調光インタ
ーフェースを無効にすることができ、照明制御モジュールでの適切な動作を可能にする。
再スケールユニット４０に記憶されるデフォルトのインターフェース設定が規格に準拠す
る場合には、LEDドライバは、依然として、１乃至１０Ｖ準拠調光可能ドライバとして機
能することができる。従って、ドライバは、同じ入力１４において従来の１乃至１０Ｖ調
光入力を受信することもでき、あるいは、モジュール１０のためのインターフェースに加
えて、別の標準的な１乃至１０Ｖインターフェースが設けられ得る。
【００９０】
　照明制御モジュール１０は、適応された調光曲線を使用し、全調光設定において十分に
高い電圧を使用可能にする。
【００９１】
　上記のように、制御モジュール１０内の高性能日光センサと組み合わせて販売される場
合には、ドライバと（センサボックスとして機能する）照明制御モジュールとの両方の調
光曲線が、専用のNFC設定デバイス３０又はNFCをサポートするスマートフォン及びアプリ
ケーションのいずれかの形態のNFCツールを用いて適応され得る。
【００９２】
　ドライバ１２は、１Ｖにおいて最小アーク電力を持ち、１０Ｖにおいて最大アーク電力
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を持ち、１Ｖと１０Ｖとの間に立ち上がりアーク電力(rising arc power)を持つ標準的な
１乃至１０Ｖ調光挙動を持つ。
【００９３】
　照明器具内のLEDバラストは、予めプログラムされた調光レベル挙動、例えば、１乃至
１０Ｖアナログ調光規格への準拠のための１０％などの最小調光レベルで、工場から出荷
される。
【００９４】
　図５は、照明制御モジュールによって実行される電圧変換を示している。図５は、y軸
において、ドライバに供給される電圧Vdを示しており、これは、４乃至１０Ｖの範囲内で
ある。照明制御モジュールに対する入力（即ち、照明制御モジュールに供給される外部電
圧Ve）は、x軸において示されているように、標準的な１乃至１０Ｖ入力であり得る。
【００９５】
　照明制御モジュールは、この例においては例えば４Ｖのそれ自身の動作電圧より低くな
い電圧までしかその出力電圧Vdを低下させることができない。最も低い電圧は、４Ｖ未満
、例えば、３Ｖ又は１．８Ｖであり得る。
【００９６】
　上で説明したようにNFC通信を用いて設定され得る調光曲線をユニット４０を用いて変
えることによって、例えば１．８Ｖのマイクロプロセッサの動作電圧に基づいて最小照明
レベルが達成されるように調光挙動が変えられる。
【００９７】
　図６は、ユニット４０の機能を示しており、図５のy軸に対応する、ドライバに供給さ
れる出力Vdから、その場合に印加されるLED電流ILEDへの変換を示している。
【００９８】
　このようにして、バラストの調光曲線は、制御モジュールの出力電圧、この場合には、
４Ｖ乃至１０Ｖに合わされる。調光レベルは、照明制御モジュールのメモリに加えられる
ことができ、これは、照明制御モジュールが、１乃至１０Ｖ調光インターフェースの１Ｖ
の最低レベルより上の最低電圧しか出力することができない場合であっても、調光レベル
を、通常の１０％乃至１００％の範囲内の任意の値に設定するために用いられ得る。
【００９９】
　本発明は、様々な照明アプリケーションにおいて用いられ得る。照明モジュールは、屋
内点光源、ダウン照明ユニット又はスポット照明ユニットであり得る。本発明は、（オフ
ィスにおいて用いられるような）リニアLEDアプリケーションにおいても用いられること
ができ、道路及び通りのための屋外照明においても用いられることができる。ダウン照明
及びオフィスシステムにおいては、多くの場合、明確に規定された光束が必要とされ、故
に、実施し易い光出力設定システムが非常に望ましい。本発明は、間仕切りのないオフィ
ス、ミーティングルーム、会議室、教室、ホテルの部屋及び他のホスピタリティ・アプリ
ケーション、並びに様々な他の屋内アプリケーションにおけるインテリジェント照明シス
テムにおいて用いられ得る。
【０１００】
　本発明は、LED照明装置に関連して説明されている。しかしながら、本発明は、他のタ
イプの照明技術のためのドライバ装置に適用され得る。例えば、他の固体照明技術が用い
られてもよい。
【０１０１】
　上の例は、制御モジュール１０との無線通信に基づいている。これは、簡単な動作を可
能にすると共に、双方向通信も可能にするので、好ましい。しかしながら、例えば、調光
設定を入力するための制御モジュールに対する手動入力がある更に簡単な実現例があり得
る。
【０１０２】
　請求項に記載の発明を実施する当業者は、図面、明細及び添付の請求項の研究から、開
示されている実施例に対する他の変形を、理解し、達成し得る。請求項において、「有す
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る」という用語は、他の要素又はステップを除外せず、単数形表記は、複数の存在を除外
しない。特定の手段が、相互に異なる従属請求項において引用されているという単なる事
実は、これらの手段の組み合わせが有利になるように使用されることができないと示すも
のではない。請求項におけるいかなる参照符号も、範囲を限定するものとして解釈されて
はならない。

【図１Ａ】 【図１Ｂ】



(15) JP 6704927 B2 2020.6.3

【図２】

【図３】

【図４】

【図５】

【図６】
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